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登場⼈物
橋本幸枝健康ランド支配人
三浦愛理記憶喪失者
森田モリオ消防士
野間てる子社長夫人
妙見菩薩成仏屋
平賀源誠健康ランドのオーナー
平賀サキ源誠の娘
稲田信夫平賀サキのマネージャー
後藤雅彦不動産会社社長
金子のぶおカジノディーラー
歌手Ｑ
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一幕前
（健康ランドビブレのエントランスとロビー。上手から入ってすぐにロ
ビーへのドアがある。下手側の壁には執務室への扉がある。エントラン
スには紙くずが転がっている。全体にくすんでいる。エントランスから
ロビーに入ると中央にフロントカウンターがあり、支配人の幸枝が中に
立っている。喫茶コーナーの椅子に愛理が座っている。二人のいると
ころは明るい）
「アズ・タイム・ゴーズ・バイ」が流れている。
椅子に座っている愛理。日記をつけている。
幸枝「ここ「ビブレ」は宿泊型温泉施設の健康ランドである。秩父
市の大滝中津川に、平賀源内が金発掘をするために建てた住
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居跡にある」
（愛理、幸枝の声に振り返る）
愛理「え、幸枝さん、何か言いましたか？」
幸枝「先生が熱心にノートを見ていらっしゃるから、私もここのパ
ンフレットを読んで見ました」
愛理「私のノートは日記です。ほら、何も思い出せないから、ここ
に来てからの日記を読み返していたんです」
幸枝「日記？」
愛理「ええ、今朝は、こう書きました。（モノローグ調で）「今日も
朝がやってきた。何度目の朝なのか、それすら判然としない。
何も思い出せない。自分の名前も思い出せない。ここでは、
いつの間にか『先生』と呼ばれている。ここってどこなんだ
ろう。それすら覚えていない。毎日日記を持ち歩いている。
ことあるたびに日記に書いていないと毎日のことさえ忘れて
しまいそうなのだ」
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幸枝「ここは健康ランドビブレです。先生が此方に来てから、どの
ぐらい経っているかは、私もはっきりと思い出せないのです
けれど、２ ０ 年以上は経っていますよ。改めまして（間を少
し置いて）、おはようございます」
愛理「あ、おはようございます」
（二人、微笑みながら軽く会釈を交わす）
愛理「もう、２０年以上なんですか？ そんなに経ったなんて思い
もしなかったわ」
幸枝「お互い歳はとりたくないものですね」
愛理「だけどね、時々こうして音楽を聴いたり、思い出す訓練をし
ていても、二十年以上前の記憶を取り戻すなんて、到底考え
られないわ」
幸枝「解離性健忘と言うらしいですね。本で読みました。昔宿泊さ
れた医者が此の施設で同じような記憶喪失者の治療をされて
いたんですよ」
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（幸枝はカウンターの下から本を取り出し読み始める）
幸枝「解離性健忘とは心的外傷やストレスによって引き起こされる
健忘つまり記憶障害のことで、自分にとって重要な情報が思
い出せなくなります。記憶に空白期間がみられますが、その
長さは数分から数十年にも及ぶ場合があります。考えられる
他の原因の可能性を検査で否定した後、症状に基づいて診断
を確定します」
幸枝「ですって、これ、その先生が置いていった本ですよ」
愛理「難しそうね。回復には数十年にも及ぶことがあるのね」
幸枝「幸いというか、私たちには時間はたっぷりあります。焦らな
いで、ゆっくり行きましょうよ」
愛理「そうね。そうするしかないわね。ありがとう」
幸枝「記憶喪失にはドクダミ茶が効くんですって、その先生がおっ
しゃっていたわ」
愛理「ドクダミって、あの変な臭いがする雑草のこと？」
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幸枝「そうですよ。ここの庭にも隅の方に生えていますわ」
愛理「ああ、あの白い花が咲く、嫌だわ。何も思い出せないと言い
ながらドクダミはすっと思い出したわ」
幸枝「ほら、飲む前から、もう効いてきたでしょ（微笑みながら）」
愛理「まあ、まさか・・・（笑）」
幸枝「ドクダミ茶、あるんですよ。今、お入れしましょうか」
（そのとき、上手からモリオがスウエット姿に首にタオルを巻いて足早
にロビーに入ってくる）
モリオ「幸枝さん、先生おはようございます」
幸枝「モリオさん、おはようございます」
愛理「おはようございます」
モリオ「今日もいい天気ですね。朝風呂はいいですよ。先生もひと
っ風呂あびて来たら？ 朝風呂は実に気持ちが良いもんです
よ」
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愛理「でしょうね」
モリオ「まあ朝いちばんだと熱くて入りにくいですけどね。けど私
はそれにも慣れました」
幸枝「ここの温泉熱すぎよね（ 笑）」
モリオ「慣れたら誰でも入れますよ。いや、病みつきになるくらい
好きになりますよ。ランニングの後の汗を風呂で流す。最高
じゃないですか？ それに健康に良いし。一に健康、二に健
康。財産ですよ、健康は！ 」
愛理「モリオさんは、健康オタクなんですね」
幸枝「モリオさんは健康のために死んでも良いくらいですね」
モリオ「まさか、死んじゃ駄目でしょ。まあ、もう死ぬことはあり
ませんがね。運動は大切ですよ。時間があるときは、いつで
もこの施設の周りを走っているんです」
愛理「モリオさんはすごいな。私は運動が大の苦手だから」
幸枝「先生！ 今なんて言いました？ 」
愛理「え！ 運動が苦手？ 」
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幸枝「先生、ここに来てから運動とかしました？」
愛理「いえ」
幸枝「ですよね。という事は、運動が苦手だったことを思い出して
るんですよ」
モリオ「なるほど」
幸枝「先生？ ここにきて色んなことを思い出すチャンスかもしれ
ませんよ」
愛理「だと良いんですけど」
（ 社長夫人下手より大女優きどりで登場。華やかなワンピースに緩やか
なウェーブの髪にサンバイザーを被っている）
野間「あら、みなさんおそろいですのね。おはようございます」
幸枝「野間様、おはようございます」
モリオ「おはようございます」
愛理「おはようございます、マダム」
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野間「先生、そのマダムっていう呼び名止めてくれる？」
愛理「何故ですか？ だって一部上場企業の社長の奥様で、かつて
は大女優じゃないですか」
野間「何言ってるの？ みんな同じだから」
モリオ「全然違いますよ。まるで天国と地獄。そりゃ、僕は天国に
も地獄にも行ったことはないんで、どんなところか分かりま
せんが、まあそれくらい違うということです。こんな健康施
設でないと普通お近づきになれないかたですから」
野間「ほんとお上手ね。モリオさん」
愛理「それなら、社長夫人はどうですか？ 本当のことですし」
野間「ま、まあね。ところで先生、今日は記憶に進展はありまし
た？」
愛理「進展ですか？ 変わらないですね。そういえば私は何で先生
と呼ばれているのかしら」
野間「先生って、此方では皆さん、そうよんでいらっしゃいますね。
普通、そういうのって職業からじゃないの」
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幸枝「モリオさん、先生って呼ばれる職業って、何？」
モリオ「まぁ、学校の先生は当たり前ですけど、医者、弁護士、そ
れに政治家とか」
幸枝「他にない？」
モリオ「そりゃ、人にものを教える立場の人だったら」
モリオ「料理、生花… 」
幸枝「切りが無いわね。先生、記憶、必ず戻りますから、諦めない
で下さいね」
愛理「はい。私のために済みません」
野間「じゃ、もう少しって感じじゃない。なんとかできないの？
電気ショックとかどうかしら？ 」
モリオ「めちゃくちゃなこと言いますね」
野間「電気ショックすれば記憶が戻るかもよ」
モリオ「え？ どうやって？ ここにはそんな装置ないですよ」
野間「簡単よ。この施設にもＡＥＤって置いてあるでしょう。それ
を頭に当てるのよ。止まった心臓も動くのだから、止まった
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脳も動いて、消えた記憶も戻るんじゃない」
モリオ「え、うまくいく？ 」
幸枝「動いている心臓が止まるんじゃない」
モリオ「やばいよ」
幸枝「記憶が蘇る前に死ぬわ」
モリオ「第一、心臓が動いているかどうか？ 」
幸枝「それよりも電気が体を通るかどうか？ 」
愛理「電気ってビリビリするんですよね。それはどうも・・・」
モリオ「じゃ。それは却下ということで・・・」
野間「なんか残念ね」
幸枝「まあ、そんなことで記憶は蘇らないと思いますけど」
愛理「皆さん、色々考えてくれてありがとうございます。ところで
社長夫人、御主人とは仲直りされました？ 」
野間「仲直り？ とんでもない。喧嘩状態が継続中よ」
モリオ「長いですね」
野間「そんなもんよ。夫婦生活が長いと。喧嘩するほど仲が良いっ
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て言うでしょ？ 」
（モリオ、幸枝に）
モリオ「夫婦生活が長いって、別居中でしょ。ご主人が愛人のとこ
ろに入り浸りで、腹を立ててここに来たっていうのに」
幸枝「しっ、声が大きいから」
野間「モリオさん、聞こえたわよ。何言ってるの。そりゃ別居はし
てますわよ。だけど主人が本当に愛してるのは私しかいない
んだから。それなのに、若い女に迷ってしまうのね」
モリオ「ご主人、変な女にたぶらかされてるんでしょうね」
野間「男はみんなバカなのよ。愛する妻に別居されて、どれだけ主
人が困っているか、想像するだけでも笑いが込み上げてきま
すわ」
モリオ「でもご主人の気持ちもわかるようながするな」
野間「まあ、モリオさん！ なんですって！ 」
モリオ「だって、俺も馬鹿な男の一人だもの」
野間「そう… 。モリオさん、今回私がこの施設に来たのは、捨てら
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れたんじゃなくて、私が捨てて来たんです。そこをお間違い
にならないように」
モリオ「もちろんです」
野間「いずれ主人が詫びを入れてここに迎えにきますから。それま
では長い休暇なの」
モリオ「休暇ですか。かれこれ二十年も経っていますけど。そうだ
社長夫人はなぜこの施設に？」
野間「中津川がすっかり好きになったのよ。俳優の三国連さんと三
国峠にドライブに行ってから・・・」
モリオ「ハア、なるほど」
野間「幸枝さん、お茶を飲みたくなったわ。熱いお茶を入れて頂け
ないかしら。ミルクをたっぷり入れたアールグレイ」
幸枝「承知いたしました。お砂糖は、いつも通りスプーン一杯、軽
めでしたね」
野間「ええ。主人は太っている女性が嫌いですから。軽めに。体型
には気をつけておかないと」
- 14 -
幸枝「そうですね。いつも体型もお化粧もきっちりしていらっしゃ
いますものね」
野間「それ、どういう意味？」
幸枝「私は仕事柄、あまり厚化粧はできません。でも、社長夫人は
いつも綺麗に着飾っていられて、羨ましいですわ」
野間「あら、ますますどういう意味かしら」
幸枝「お茶、忘れておりました。ただいまご用意致します」
（幸枝は去る）
（ 唖然として見ていた愛理とモリオ、目が合う）
野間「私が厚化粧で着飾っているですって！ 皆様いつもわたしの
ことをそうみていたの！」
愛理「いえいえ、そんな」
モリオ「そんなことありませんよ」
野間「本当に失礼な支配人ですこと。この施設の業務員教育はどう
なってるんでしょうね」
モリオ「社長夫人、失礼と言えば、先日は大変失礼致しました」
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愛理「どうしたんですか？」
モリオ「いや、お風呂場の廊下ですれ違ったときに、女湯から出て
こられた方にご挨拶して頂いたんですけど、社長夫人とはま
ったく気づかなくて、いやあ風呂上がりって雰囲気全く変わ
るんですねえ」
愛理「モリオさん.・・」
（愛理はモリオにシーのポーズをする）
野間「？」
（野間が愛理を見る）
愛理「いえ」
（そこに幸枝が入ってくる）
幸枝「野間様、申し訳ありません。ちょうどアールグレイをきらせ
ておりまして、どくだみ茶がございましたので、ご用意させ
て頂きました」
野間「！ どくだみ茶。私はどくだみ茶なんて、見たことも飲んだ
こともございません！ 」
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幸枝「そうでしたか？ 喜んで頂けると、お持ちしましたのに」
愛理「まあまあ、みなさん長い間ここで生活してるんですから、仲
良くやりましょうよ」
幸枝「先生には私たちが言い合いしているように見えます？ まあ、
たまにはそれも良いかもしれませんね」
愛理「幸枝さん、そのどくだみ茶いただいていいですか？ 飲めば記
憶が戻るかも」
（幸枝、退場）
暗転
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一幕中
（下手より声が聞こえてくる）
サキ「道が壊れていたわね。車が転落するかとビクビクしたわ」
稲田「落石もありましたね」
サキ「さすが名ドライバー」
稲田「ありがとうございます」
（一同、顔を見合わせ動きが止まる）
（入ってくるサキと稲田）
サキ「白沢監督が、ここはまさに最高のシチュエイションだってね」
稲田「ここは心霊スポットとして有名ですから」
サキ「白沢監督とロケハンに来たときより、侵入者が多そう。ゴミ
が散乱してるわ」
稲田「困りましたね」
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（サキ、事務所のドア前に花束を添え、手を合わせる。稲田も手を合わ
せる）
サキ「お父さん、ご報告があって…私の作品が映画になるの。女優
になり、パリにいったりして女優としては汚名を。それで女
優をやめて脚本家になったの… これからは脚本家として生き
ていく。ずっと私を見守ってね」
（再びサキ、稲田も手を合わせる）
稲田「ちょっと裏口の方も見てきます。変なものが置かれていない
か」
サキ「あ、そうね。お願い。私もちょっと表回りを見てみます」
稲田「はい」
（ 二人が出て行くと、喫茶コーナーに固まっていた４人は話しだす）
愛理「あの人は？」
モリオ「オーナーのお嬢さんらしいですね」
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愛理「綺麗な方ですね」
（玄関の方から、サキ、稲田が入ってくる。再び、皆黙る）
稲田「一通り見てきましたが、異常ありませんでした」
サキ「そう。ありがとう。それで後藤さんが、この施設を売って欲
しいって？」
稲田「源賀マテリアルの社員の別荘にしたいと、なんども電話が、」
サキ「後藤さんね。私にも何度も電話あったわ」
稲田「売却するんですか？」
サキ「この施設を売るつもりは全くないわ。ここは、父が大事にし
ていたの。いつか別荘にしたい。私の作品がヒットしたらね」
稲田「お父様はなぜここを施設に？」
サキ「昭和初期は洋館でした。何分場所が場所で。父の別荘だった
の。たまたまボーリング中に温泉が湧きだし、健康ランドに
改装したの」
稲田「そうなんですね」
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サキ「その健康ランドを父は自慢していた。それが、二号館が火事
になりやむなく廃業となって」
稲田「火事になって数十人がけがをして数名の死人が出たそうです
ね」
サキ「そうなの。ここで何人かがお亡くなりになった。で、それを
簡単に壊すのはどうかと」
稲田「ネットで検索するとすぐヒットしますね、心霊スポットで有
名なんですよ」
サキ「・・・」
稲田「ここで写真を撮ると、そこには幽霊が必ず写るという噂まで
広まってまして・・・」
サキ「そうなの。まだ浮かばれない霊がいらっしゃるのね。お気の
毒に」
稲田「このまま放置しておいたら、我々の知らないところで誰かが
怪我をしたり、もしくは死人が出たらそれこそ大ごとです」
稲田「けど、後藤さんの言うように、色んな噂がネットで広まる時
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代ですから、管理方法を考えないとですね」
サキ「そうね」
稲田「何となく・・・。やっぱり、怖いもの見たさで若者が集まる
んですね。この噂がもっと広がったら、売るに売れなくなっ
たりしないですかね？」
サキ「稲田さんは、後藤さんの味方ですか？」
稲田「味方とか、そんな・・・」
サキ「今度の白沢監督のゴースト映画。ここで撮影させたいわ。壊
われないうちに」
稲田「・・・」
サキ「稲田さん！」
稲田「は、はい。あ、そういえば後藤さんがまだ来ないですね」
サキ「後藤さん？」
稲田「何だか仕事の帰りに寄れるようなことを言ってたんですけれ
ど、まだ見えないですね。待ってもいられないので、もう帰
りましょうか」
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サキ「とりあえず、また恐怖の帰り道ね。稲田さんよろしく」
稲田「はい。この施設への道は細くて、それに台風や地震の影響で
ところどころ崩れてたりしますから。ちょっとでも油断した
ら谷底に落ちてしまいますよ。こわい場所です」
（二人は出て行く）（ ホッとしてモリオらは動こうとするが、また一人は
いってくる。後藤である）
後藤「サキ社長！ 稲田君！（大声で呼ぶ）」
後藤「あれ、誰もいない。持ち合わせの約束をしたつもりだったが、
二人とも帰ったのか。急いで追えば、追いつけるかな」
後藤「いや、この施設をゆっくり一人で査定しよう。まず。外観か
らみるか」
後藤「しかし、噂通り、嫌な空気が流れているなあ。俺の多少の霊
感がそう言ってるぜ」
後藤「何となく、四、五人いそうな。もしかして、ここの火事で亡
くなった人とか…。しかも、みんな仲はあまり良くなさそう
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な…」
（後藤、出て行く）
モリオ「仲はあまり良くないって、あの人、見える体質なのかな？」
（野間、モリオを睨む）
（幸枝が登場。モリオ、幸枝に聞く）
モリオ「ところで俺達って何？ どういう存在？」
幸枝「分かっているくせに、ズバリ幽霊。ゴーストよ」
愛理「私たち、２０年以上もここで幽霊してたの？」
野間「先生ってば、幽霊だって事も忘れたのね」
愛理「なんとなく、分かってはいたけれど・・・」
野間「ところで、今の話聞いた？」
愛理「売却されなくてよかったわね。これでしばらくはこの施設も
このままのようね」
モリオ「万が一、全部建て替えってことになったら、俺たちはここ
に住めないってことですか？」
野間「住めるわよ。だって、改装されたらより居心地がいいんじゃ
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ないの？ 最新設備で。けど、その会社の社員さんの中で、
霊が出る、とか騒ぎになったりして」
モリオ「どっかの神主がやってきてお祓いとかされたらどうなるん
ですか。俺たち全員成仏だよ。勿論それで成仏でもしたらい
いけど、まかり間違って地獄でも落ちたら… 」
野間「それもあるわね」
モリオ「でしょー。ならさ、ここから出てどっかに引っ越しするの
も悪くないけど、道で迷って遭難死なんて嫌だしな」
野間「あなたもう死んでるから」
（妙見、Ｑ を後ろに上手より入ってくる）
妙見「あ、みなさんお揃いで。こんにちは」
モリオ「あ、妙見さん、お久しぶりですね」
妙見「皆様、お元気のようですね」
モリオ「それだけがとりえです」
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幸枝「妙見様！お久しぶりです」
妙見「ごぶさたですね」
愛理「幸枝さん。妙見様は素晴らしい方ですが、どういう方なんで
すか？ あ、失礼でしたね」
幸枝「妙見様、不躾と思わないであげてください。愛理さんは記憶
がなく、混濁しているんです」
愛理「あ、失礼いたしました」
妙見「大丈夫ですよ」
幸枝「愛理さん。妙見様はここ秩父の女神様です。そして私たちを
導いてくださる菩薩様さまです」
妙見「いえいえ、これも私の使命というか、天からの仕事なんです
よ」
幸枝「いつもご苦労な事ですね。それで、今回は？」
妙見「御巣鷹山に行きました」
幸枝「御巣鷹山は群馬県では？」
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妙見「あの山は秩父山系で、わたしの管轄なんです」
幸枝「そうでしたか。それでその方は？」
妙見「彼はなぜか手違いで迷子になっていたのです。救
出して天国に案内する途中です」
幸枝「なんだかお見かけしたことのある方ね。失礼です
が、お名前は？」
Ｑ 「ボ、僕はＱといいます」
幸枝「Ｑ さん？」
モリオ「あ、もしかしたら歌手のＱさん？」
幸枝「あ、御巣鷹山といえば、あの人・・・」
野間・愛理「ああ、あの有名なＱちゃん」
Ｑ 「なんだか。恥ずかしいです。ずっと迷子で何十年もさまよっ
ていたらしいんです」
幸枝「らしい？ 」
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Ｑ 「時間の感覚がなくて、あっという間のような気もするし、永
遠だったような気もします。妙見さんに見つけていただいて
助かりました。一人で寂しかったんです。こうして皆様にお
会いできて嬉しいです」
野間「こうしてお会いできたのも、何かのご縁、一節歌っていただ
ける？ 」
Ｑ 「一節？ 」
野間「あ、一曲」
Ｑ 「ところで、あなたは、あの大女優の原経子さんでは？」はらへるこ
野間「まあ、懐かしい名前を言われたわ。今は結婚して野間といい
ますのよ」
Ｑ 「野間さんでしたか。申し訳ありませんが、今は歌わないんで
す。いえ、歌えないのです」
モリオ「ええ、どうして？ 」
Ｑ 「飛行機が落ちたとき、喉を痛めたようです。高音が出なくな
って・・・」
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幸枝「残念だわ」
Ｑ 「はあ、すみません」
愛理「謝ることではありませんわ。それより、長くさまよっていら
っしゃたのではお疲れでしょう。今日はここでゆっくり休ん
でいらしてください」
モリオ「そうそう、ここの温泉はおすすめですよ」
Ｑ 「温泉があるんですか。素敵だなあ。後で是非入らせてくださ
い」
愛理「確か、ご結婚されてお嬢様がお二人いらっしゃいますよね」
Ｑ 「ええ、そうです。ずっと逢えていません」
モリオ「事故があったのは１９８５年でしたね。今は２０２５年、
なんと４０ 年！ ずっと、あの山にいらしたのですか」
幸枝「ここのオーナーの奥様もお嬢様もあの飛行機に乗っていたの
です」
妙見「そういえば、まだ数名、行き所のない霊がいました。また御
巣鷹山にいかなければなりません」
- 29 -
野間「でも、ここのお嬢様ってこないだ来たじゃない。ここを売却
するとかなんとかって」
幸枝「だから、お嬢様はなくなって・・・、ああ、頭が痛くなって
きた。ちょっと失礼いたします」
（幸枝、頭を押さえて出て行く）
Ｑ 「僕が何十年も迷子だったのには、悔しさもあってあそこから
動けなかったんです」
モリオ「悔しさ」
Ｑ 「ええ、なんであんな恐ろしい事故に遭わなければ行けなかっ
たのかって事です。最初に爆発音が聞こえました。そして頭
上から酸素マスクが降りてきましたが、息苦しくはありませ
んでした。次に救命胴着を着るよう指示されました。海に落
ちるのかと思いました。もうそのときには墜落を覚悟してい
ました」
愛理「さぞ、恐ろしかったでしょうね」
Ｑ 「はい、爆発音から墜落まで３０分ありました。短い様に思う
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でしょうが、長かったです。その間、いろいろな考えが浮か
びました。もうすぐ死ぬというのに、仕事に穴を開けてしま
うということが、一番気がかりでした。仕事先にどう謝ろう
かと、考えていました」
モリオ「男は仕事が気がかりですよね」
Ｑ 「もちろん、後に残す家族も気がかりです。家族との思い出が
頭の中を巡っても居ました」
野間「申し上げましょう。奥様は今もお美しいし、お嬢様お二人も
ご結婚され、それぞれ音楽関係で活躍されていらっしゃます
よ」
Ｑ 「それをきけて安心しました。妙見様、安心して成仏できます」
愛理「Ｑちゃん、よかったですね」
モリオ「良かったですね」
妙見「皆さん、ありがとうございます。きっと彼も心おきなく天国
に行けるでしょう」
モリオ「いいなあ、それにしてもＱちゃんは行くところがあって。
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僕はいつかな」
妙見「そうですね」
愛理「私はどうですか。成仏できますか？」
妙見「普通は、自然に成仏できるんですが。どうしても成仏できな
い人がいるんですね」
幸枝「私がまだ成仏できないということは、それなりに念が深いと
言うことでしょうか？」
妙見「手短に言いますとそうなりますよね。そこが一番難しいとこ
ろでして。やはり念、思い入れが強いと審判所まで連れて行
くには無理が生じます。その意味であなた方全員なにかしら
の執着があるから、ここから離れられない。そう思いますね」
野間「そんなもんなんですね」
妙見「はい。お葬式、御存じですよね。あれは神や仏の力を借りて
念を弱めるやり方。もしかしたら皆様方ちゃんとご葬儀を上
げていらっしゃらない。そんな気もしないでもありませんが、
それは分かりません」
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愛理「難しい世界なんですね」
妙見「難しいですよ。この仕事は。亡霊になっている人を見つける
仕事ですから根気と時間が掛かる仕事です。はい。」
（妙見とＱは退場する）
（エントランスの方でサイレンサーの鈍い音がする。人が倒れる音がす
る。モリオ達、その様子を見ている。金子が下手から登場する）
金子（モノローグ
)
「おれは組の金を娘に送金して、埼玉の中津川
林道を越えて長野県へ逃げるつもりだった」
（金子、モリオ達を見て、少したじろぐ）
金子「お、お前ら、なんだ？」
愛理「いらっしゃい」
野間「いらっしゃい！」
金子「こんな場所に店があったとは」
野間「ここはビブレ健康ランドと言うの」
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幸枝「いらっしゃい！ あなたのお名前は？ 」
金子「俺？俺かよ。金子コウジ」
幸枝「金子さんて言うの？ 」
金子「お前らどこにいたんだよ。さっき誰もいなかったじゃねーか」
野間「生きてる人には見えないのよ。時々暇つぶしに写真には写っ
たりすることもあるけど」
金子「俺には見えてるよ。と、いうことは、俺は死んだのか」
モリオ「ピンポン。正解。さっき殺し屋に射殺されたでしょう。頭
に弾一発で死んだんですよ」
金子「あ、そうか。俺はその後は覚えていない」
モリオ「ぼくは見てましたよ。倒れたのを。気絶したかと思いまし
たが、死んだんですね」
モリオ「ここにいる我々は、成仏しないで彷徨う霊です」
金子「霊？ 幽霊かい？ 」
モリオ「それだと理解できるかも？ 」
金子「俺は気絶しただけだ。ほら足もあるし。手もあるし」
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愛理「けど、あれ、あなたですよね？」
（舞台上手側に頭から血を流した死体が倒れて居る。その死体を指さす）
金子「あ、俺だ！」
愛理「残念ながら、あなたはお亡くなりになられたんです」
金子「俺には嫁も子供もいるんだ！ それに、まだまだやらなきゃ
なんないこともあるんだ！ 」
愛理「まあ無理でしょう。頭から大量の血が出てますよ。完全に死
んでます」
（金子、死体をまじまじ見る鏡を見る）
金子「うわ。ほんとだ。これは死ぬわ」
野間「やっとご理解頂けたようね」
金子「死んだら天国か地獄にいくんじゃないのか？」
野間「それは、妙見様が来て審判所に案内してから、審判で決まり
ます。」
金子「妙見様？ いつ来るんだ？ 」
野間「それは、あなたが成仏できてからの話です」
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金子「成仏？ ・・・俺はまだ三十六だぞ。それがこんなところで
死んでしまって、挙句の果てに成仏もできねえ。一体全体、
俺の人生は何だったんだ」
モリオ「まあ人生そんなもんですよ。ある日突然、この世におさら
ばしてあの世に来る。切ないと言えばそうだが、人間誰でも
死ぬからしょうがないと言えばしょうがない。ところで、あ
なたは地上で何をしたんですか？ 」
金子「賭場の金をパクったんだ。ポーカーゲームの売り上げ金を全
部ね」
幸枝「それで、どうしてここへ」
金子「組に追われて、東京から秩父へ逃げたんだ。中津川を越えて
長野へ入れたらしばらくは安泰だと考えたんだが」
野間「義理をかいたらダメ。そりゃ死んでも仕方ない」
金子「だよな。言われてみりゃ俺もそう思う。おやじには世話にな
ったしな」
野間「おやじ？」
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金子「親分だよ。ふと魔が差したんだな。だけど、どうせならあの
金を使い切って死にたかったな。死んでしまえば元も子もな
いわ」
野間「自業自得ってやつね」
金子「待てよ。あんたらもここにいるってことは、成仏できてない
ってことか？ あんたら、いつからここにいるんだよ」
野間「私とモリオ君は、この施設で火事があってからだから、二十
三年くらいかな」
愛理「私は？ いつからいるか、良く判らないの。気づいたらここ
にいました」
金子「なんだそれ。そんな奴もいるんだ」
幸枝「死んだ時に、事故か何かで記憶を失ったらしいの」
金子「何でそんな長いことこんな施設にいるんだよ！ さっさと出
て行く気はないのか」
野間「私はここが居心地良いから出ていくつもりはないわ。それに
いつか主人が迎えに来るから」
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金子「旦那が？」
野間「そうよ」
幸枝「私も皆と一緒にいるのが楽しいし。それが習慣になってるか
らかな」
金子「そうかい。じゃあ懲役みたいなもんだ。仕事しなくて良いの
は良いけどな」
愛理「住めば都ですから」
金子「じゃ。俺は家に帰るよ！ 子供にも会いたいからな」
モリオ「それは無理ですよ。一度ジョギングの最中にこの健康施設
の敷地の外に出ようとしたことがあったんだけどな。どうし
ても外には出られなかった」
金子「出られなかった？」
モリオ「ああ、出られなかった。なんか大きな壁があるみたいでそ
こから先は出られなかったんだ」
幸枝「私も行ったことがある。門の外に大きな壁があって、出られ
ないから」
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金子「嘘だろ。いつの話だよ」
モリオ「十年も前の話になるかな。それ以来そこには行ってないか
ら分からないけど」
金子「やめてくれよ。こんなところにずっと居れる訳なんてないし。
とりあえず俺は行ってくるから。じゃ、皆の衆、達者でな」
（ 下手から金子退場）
モリオ「本当に我々はいつまでもこの場所から出られないんです
か？」
幸枝「妙見様が言っていたわ。あなた方は何らかの縁とか念があっ
てこの場所にいるので、ここから出ると、あなたたちの幽霊
としての存在理由がなくなります、って」
モリオ「存在理由？」
（愛理、先ほどから金子の去った後を見ながら、頭を押さえている）
幸枝「先生！ さっきからどうしたんですか？」
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愛理「いや・・・私にも子供がいたような気がしてきて…… 」
モリオ「え！ 何か思い出しました？」
暗転
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一幕後
（夕暮れ時）
アズ・タイム・ゴーズ・バイが流れている。
ソファーに座っている愛理。モリオがいて、その傍らに金子。うろう
ろしている。
金子「ちくしょう。やっぱり出られないのか……」
モリオ「残念ですけど」
金子「まるで大きな壁に阻まれたみたいだ。どうなってるんだここ
は？」
（ 野間、入ってくる）
- 41 -
野間「私たちは地縛霊になったってことね」
金子「地縛霊？ 」
野間「その土地にいる霊を地縛霊。うろうろするのが浮遊霊だって
聞いたことがある。地縛霊ってずっと同じ場所にいるのよ」
金子「くそー、俺はなんで浮遊霊にならなかったんだよ」
モリオ「大丈夫。すぐに慣れますよ」
金子「慣れるって。ここから一歩も出れないんだぞ。それに辺りは
真っ暗。もし幽霊でも出たらどうするんだ。自慢じゃないが、
おれは幽霊と蛇が昔から嫌いでな。俺のじいちゃんが火の玉
見たという話を聞いてから夜ションベンにも行けなかったぐ
らいよ。ほら長屋暮らしだったから、便所は外だろ、中から
手が出たらと思うだけで怖くてよ」
野間「金子さん！ あなたが幽霊ですよ！ 」
金子「う！・・・」
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（幸枝、入ってくる）
幸枝「金子さんこんばんは」
金子「あ、支配人か！ 」
幸枝「落ち着きました？」
金子「クソ！・・・」
幸枝「これから長いお付き合いになりそうですね」
愛理「金子さん、少しあなたの話、聞かせてもらえませんか？ 」
モリオ「そうですね。先生は何か思い出すキッカケになるかもしれ
ませんしね」
金子「俺の話？ 」
幸枝「金子さんが、何でこの場所に念が残って成仏できないのか、
みんなで考えてあげるから」
野間「そうね。まずは、出身地とか」
金子「俺は埼玉のオガノという小さな町の出身・・・その町で中学
出てから、出たと言っても殆ど学校なんて行ったことなくて、
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教師の温情で卒業して・・・。木工所で働いたが、長続きせ
ず、逃げるようにして東京に出たんだ」
野間「両親はいなかったの？」
金子「いるわけないだろう。俺が小さい頃に死んじまったのか、そ
れともいなくなったのか気がついたら施設にいたさ」
幸枝「お気の毒ね」
金子「気の毒でもなんでもないさ。それが運命というものだろ。ま
あ、それからキャバクラの黒子になったね」
モリオ「へえ、黒子か」
金子「ああ、十年ばかりいたからな」
幸枝「じゃ。なんでやくざになったの？ 」
金子「おさだまりの博打さ。酒を飲んだらどうしても博打をしてし
まう。それで今度は借金まみれでフィリッピンに逃げたんだ」
モリオ「それでポーカーなんだな」
金子「マ二ラに行ってもあてもなかったからな。そこで偶然親分と
会った。親分はいい人でね。それこそ親代わりに面倒見ても
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らった」
愛理「じゃ。なぜ恩人を裏切るようなことを！ 賭博の金なんかに
手をつけたの？」
金子「どうしても金が必要になったんだ」
幸枝「何があったの？」
金子「さっき言ったけど、俺には娘が一人いてさ。そう、黒子時代
に生まれた子供さ。もう八歳になるかな」
愛理「娘さん、八歳か？可愛い年頃ね。一緒に住んでないの？ 」
金子「娘は宇都宮にいるんだ。親父がヤクザって・・・、一緒に住
めると思う？ この仕事から足を洗うまではって・・・。娘に
は、ヤクザとは言っていない。娘に会えるのは、正月と盆休
みくらいかな・・・。それがさ、その娘が病気になったと嫁
さんから連絡が来てね。嫁さんは嫁さんでアルバイトしてる
けどそんな金もないしな。まして俺なんて貯金もない」
幸枝「それで、組のお金に手を付けたってわけか・・・」
金子「まあ」
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愛理「いろいろ苦労したんだ。それで、娘さんは？」
金子「手術は成功したって。嫁からそんな電話があった。電話中に
殺されてここだよ」
モリオ「運の尽きか？ 」
金子「まあ、そんなところだ。だけど手術に成功したのを聞いて泣
きそうになったさ。今でも思い出すだけで涙がでる。畜生、
死んだら涙も出ねいのか」
幸枝「ああ、出ないわ。ここでは泣く事なんてないから。それに肉
体がない以上、涙なんて出てくる筈もないし」
金子「そうか、そんなもんか」
（息使いが荒くなる愛理）
野間「先生どうしたの？」
愛理「思い出しました。私にも娘がいました。確か、サキっていう
・・・」
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モリオ「それで？ 」
愛理「わからない・・・後のことが思い出せない！」
（雲が晴れたのか、部屋の中に月の光が差し込んできて、真っ暗な部屋
が少しだけ明るくなった）
金子「覚えてない？ そんなことがあるのか？」
モリオ「ああ。理由は分からないけど、過去の記憶がまったくない、
記憶喪失なんだ」
金子「なんとかして思い出せないのか？」
愛理「ええ、思い出そうとしても、ただ頭が痛くなるだけで」
金子「連想だよ、連想。連想していったら、段々と思い出していく
かもしれない」
幸枝「連想？」
野間「例えば？ 」
金子「娘と言ったら？」
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モリオ「かわいい」
金子「そう、そんな感じで。かわいいと言ったら？」
野間「子犬？」
金子「子犬と言ったら？」
幸枝「プードル」
金子「プードルと言ったら？」
モリオ「犬？ 」
金子「戻っちゃダメ！ 」
モリオ「ティーカップ」
金子「ティーカップと言ったら？」
野間「アールグレイ」
金子「アールグレイと言ったら？」
幸枝「どくだみ茶」
モリオ「やめましょう！ ここは一旦やめましょう。連想っていうの
はいいアイデアだと思いますが、今日のところは・・・」
金子「何だよ・・・。先生、今までの中で、気になるワードがなか
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ったか？」
愛理「・・・プードル」
金子「プードルで何か思い出した？ 」
愛理「プードルを飼っていたような・・・」
モリオ「本当ですか」
金子「いいんだよ。ゆっくり何かを思い出したらいいんだ」
（愛理、何か思い出そうと頭を抱え苦しむ
野間「先生、そんなに焦らなくても大丈夫。娘さんがいて、その名
前まで思い出されたんですもの」
幸枝「そうね。時間はたっぷりあるしね。そうだ、ドクダミ茶、も
う一杯お入れしましょう」
（いいながら幸枝、奥に入る）
（エントランスからサキ、稲田が話しながらロビーに入ってくる）
サキ「死体が見つかったって」
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稲田「はい。警察によると死んだのは金子コウジ。組の金を持ち逃
げして逃亡中だったようですね」
（ゴースト達、その様子を静かに見守っている。呆然とみている金子）
サキ「・・・もう限界ね」
稲田「？ 何ですか？ 」
サキ「ここをこのままにしておくのも」
稲田「え？」
サキ「まあね。ここを父が健康施設に改修してから、日本人ばかり
ではなく、海外からのお客様も大勢見えたらしいわ」
稲田「だからお父様は大切になさってたんですね」
サキ「ここにはジョンレノンも泊まったそうよ」
稲田「この健康施設に？」
サキ「そう。けど、この健康施設で事件まで起きたんじゃ、もうど
うしようもないわよね」
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（聞いているゴースト達。肩身の狭い思いをする金子）
（幸枝は奥に入っていない。
稲田「売却するってことですか？」
サキ「こんな事件が起きた後じゃ、どうなるかわからないけど」
（出て行く稲田とサキ。ゴースト達が。金子を睨んでいる。
金子「なんだよ！ 俺のせいみたいに！俺は殺された方なんだぞ！」
野間「あんたがお金を盗んだからでしょ！」
金子「・・・そりゃそうだけど、何も殺されなくたって・・・」
モリオ「あのお嬢様の様子だと、この健康施設の解体もリアルな話
になってきましたね」
（野間、愛理の様子を見て、
野間「先生、どうしました？ 」
愛理「思い出したことがあるんです」
野間「何ですか？ 」
愛理「私は、脚本を書いていました。ジョンレノンが泊まったと聞
いて、ここにやってきたんです」
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モリオ「え？ 」
野間「繋がったわね。だから先生なんだ」
愛理「名前を聞いて思い出しました。ジョンレノンはヨウコと度々
日本旅行をしているんです」
モリオ「先生とは脚本を書く先生なんですね」
愛理「あ、そうですね。思い出したことが嬉しいです」
野間「そうか。私が音楽の先生だったんじゃないかって睨んでたん
だけどな」
モリオ「なんでまた音楽の先生・・・」
野間「ほら、毎日、音楽なんか聴いてるしね」
金子「しかし、何でまた脚本家がこんなとこに？」
モリオ「ほら、今、ジョンレノンが泊まったので、それを見に来て
いたと」
金子「ひとりで？」
（愛理、頭を抱えて）
愛理「これ以上、思い出せない・・・」
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（妙見がはいってくる）
妙見「先ほどのオーナーのお嬢様の話だと、ここもいよいよかもし
れませんね。あなたたちにも成仏して頂かないといけない時
が来たようです」
野間「それができないから、二十年もここにいるんじゃないの！」
妙見「もう一度、皆さんと話し合ってみてはいかがですか？ 何故こ
こにいるのか、何故ここに来たのか？そうすることで、念が
解けるヒントが隠されているかもしれませんよ」
暗転
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一幕最後に
愛理（モノローグ）「また、朝が来た。でも思い出したの。私の名
前は、愛理・・そう、三浦愛理。俳優たちに、愛理先生と呼
ばれていたことを思い出した。しかし・・・今はそれ以上、
ああ、頭が痛くなる・・・」
（ モリオ、入ってくる）
モリオ「おはようございます」
愛理「お早うございます。また朝風呂ですか？」
モリオ「はい。本当にここの温泉は気持ちがいいです。しかしこの
健康施設が解体となると勿体ないですね。どうですか？ あ
れから何か思い出されました？」
愛理「ええ、名前を」
モリオ「え、名前を思い出したんですか？」
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愛理「はい。三浦愛理といいます」
モリオ「これはこれは。改めまして、森田モリオといいます」
愛理「それはわかっていますから」
モリオ「そうでしたね」
（笑い合う二人）
愛理「確かに、三国峠に行く途中で、この施設に宿泊しました」
モリオ「とすると、やはりあの火事で犠牲になられたんですね」
（幸枝が入ってくる）
幸枝「おはようございます。施設が解体になるの？」
愛理・モリオ「おはようございます」
モリオ「はい、ここのお嬢様がそう言ってました」
幸枝「お嬢様？ お嬢様は飛行機の事故で死んだはずよ・・・その
お嬢様って誰？」
他の一同「・・・・」
モリオ「え？ 支配人、どうしたんですか？」
幸枝「頭が混乱しているの。でもこの施設が解体されるのね・・・」
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モリオ「支配人、先生が自分の名前を思い出されたようですよ」
幸枝「本当ですか？」
愛理「はい。みなさんのおかげです。三浦愛理といいます」
幸枝「へえ、愛理さん・・・」
愛理「ただ、火事の犠牲になっていたとしても、妙見様の言うよう
に、何故成仏できないほど、この健康施設に念が残るのか、
よくわからないんです」
（キョロキョロしながら後藤が入ってくる）
後藤「誰かいますか？ 」
愛理「・・・」
後藤「誰もいないなら入りますよ」
愛理・後藤「わー」
愛理「後藤さん、なんでこんなところに」
後藤「なんで私の名前を？お初にお目にかかりますが？」
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幸枝「後藤さんて不動産会社の後藤さんですよね」
後藤「はい。以前どっかでお会いしましたっけ？ 」
モリオ「以前ここに来られてたじゃないですか。お人が悪い」
後藤「人が悪いってどういうことですか？」
モリオ「ほら、先日稲田さんと、この健康施設を売却で待ち合わせ
にこられた。その時いましたよ、私たち」
（後藤、深い溜息をつく）
後藤「あの時、人の気配を感じてたと思ったらあなたたちだったん
ですね。これだけ多くの幽霊に囲まれてたなんて・・・」
（野間が入ってくる）
野間「幽霊というか、地縛霊ですわ」
後藤「すいません。幽霊と地縛霊との差があんまり分かってなくて」
愛理「で、どうして今日はこちらに？」
幸枝「私が見えるということは、もしかして・・・」
後藤「実はあの後、帰り道で車が崖から落ちましてね。即死しまし
た」
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愛理「即死ですか」
野間「それはお気の毒に」
（幸枝、嬉しそうに）
幸枝「では、みなさま」
全員「ようこそ！ サンズリバーサイドへ！」
（全員、両手を広げて歓待する）
後藤「何なんですか？ そんなに歓迎されても困るんですけど・・
・」
モリオ「で、あなたは何故ここに？」
後藤「私もわかりません」
モリオ「葬儀はしたんでしょ？」
後藤「勿論。盛大な葬儀でした。妻も子も泣き叫んでいました」
野間「でしょうねえ」
愛理「じゃ何故成仏しなかったんですか？」
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後藤「勿論しそうになりましたけど、この施設の事が頭に残って。
もし気をつけて運転していたらこんなことにならなかったと
思うと悔しくて」
モリオ「悔しくて」
後藤「はい」
モリオ「やっぱり葬式を上げたからって成仏するわけじゃないんだ。
例え葬式をあげてもなんかの念がここに残ればこの場に来る
ことになる」
幸枝「じゃ何？後藤さんの念っていうのは？その悔しさで？」
後藤「それはね。この辺りに金脈があるって調査結果がでているん
ですよ。ここで死んだら悔しいじゃないですか」
野間「結構、欲の深いお方なのね」
モリオ「ここにいる全員、ここにいるのには何らかの理由があるん
ですよ。念です。いや思い入れと言った方が良いかもしれな
い。みんなで協力してそれを解決して、成仏して早くここか
ら出て行かないとって話していたところなんです」
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野間「そうよね。ここが解体される前にね」
後藤「解体？」
幸枝「後藤さんは知らないと思いますけど、この施設で殺人事件が
起きてね」
後藤「殺人？」
モリオ「それでも、後藤さんの部下が買いたいという話になって」
後藤「あの野郎！ 金を掘る気だな？」
野間「遅かれ早かれ、あなたには関係ないじゃない。事故で死んじ
ゃったんだから」
後藤「・・・」
モリオ「念を解くには、我々の記憶の中にそのヒントがあるかもし
れませんね」
愛理「記憶？」
モリオ「そう。あいにく愛理さんの記憶は断片的だけど、僕たちの
方はわりとしっかりしてる。ならそれを思い出して繋げたら、
もしかしたらここに居る理由が分かると思います。つまりだ、
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成仏できる。ここから逃げ出すことができるんです」
野間「そうね」
幸枝「そうよ。だってお葬式を上げてもらったにも関わらずこんな
ところにいるなんて家族の誰もが悲しむ筈。やりましょうよ」
モリオ「了解。じゃ、野間さんから話して下さい」
野間「私から。良いわ。元々主人と最初に泊ったのがこの施設なの。
元々ここのオーナーと主人が友達だったから来たのね。当時
はこの健康施設はそれなりに有名だったでしょう。だから昔
を思い出してここに来たの」
愛理「昔を思い出す？ 」
野間「そう。私たちは映画祭で知り合ったの。彼は私のファンだと
言った。熱狂的にラブコールされたの。彼は大企業の社長だ
ったし、彼のプロポーズを受けたのが、この施設だった」
モリオ「そうなんだ。思い出の場所だったんですね」
野間「彼の会社は従業員も千人を超え、グループ会社は６社もあて、
自宅は田園調布なの。お手伝いさんは三人」
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モリオ「凄いね。流石、社長夫人」
野間「茶化さないで。ここからが大切なの」
モリオ「はい」
野間「実はこの健康施設に来たのは自殺するためだったの」
幸枝「自殺？」
野間「実は主人が他で愛人を作ったの。それで離婚したいと言って
きた」
（野間泣く）
愛理「そりゃ、精神的にきついですね」
野間「そう。それでこの施設に来て死のうと考えたの。だって、こ
こで死ぬのが最高の当てつけになると考えたから」
モリオ「そうなんだ」
野間「そう。それで大量の睡眠薬をコニャックで流し込んでから、
主人に電話したの。そしたら意外な答えが返って来た」
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幸枝「なんて？」
野間「離婚はしない。やり直したいって。だけどその時はもう遅い
じゃない。勿論、飲んだ睡眠薬をトイレで吐き出したけど、
意識は朦朧。だけどそれでも頑張ったの。で、殆ど吐き出し
て、やっと眠りについた時に、あの火事が起きたの」
モリオ「そうでしたか」
野間「もちろん逃げ出そうとしたわよ。けど、気づいたときは火の
海で、意識も朦朧として、出口が分からない。それで逃げ遅
れたの」
モリオ「泊まっていた部屋は？ 」
野間「忘れたわ」
幸枝「ご主人は、立派なお葬式をあげてくれたんでしょうね」
野間「多分ね。きっと主人も悲しかったでしょうね」
愛理「葬儀にはでなかったんですか？」
野間「出ないわよ。だって真っ黒こげよ。死ぬ前に火葬されたみた
いな」
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幸枝「それは、出る勇気なくすわ。だって真っ黒こげよ。真っ黒こ
げ」
野間「・・・（幸枝を睨む）」
後藤「お話し中すいません。途中で口を挟むようで恐縮ですが」
野間「何？」
後藤「もしかしたら御主人のお名前は野間裕二様じゃないです
か？」
野間「そうよ。良くご存知ですね」
後藤「勿論。野間建設会長にはお世話になりました。奥様を、旅行
先の火災で亡くされたと伺っておりました」
野間「そうなんですか？」
後藤「はい。実は、会長も一昨年癌でお亡くなりになりまして」
野間「本当？ 主人が亡くなったんだ・・・。けど、死んだらなん
でここに会いに来ないのよ」
モリオ「多分、成仏されたんですよ」
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野間「成仏？私が成仏できないでいるのに？ なんで主人が？ それ
で、主人の生前はどうだったの」
後藤「・・・」
野間「いいから本当のことを教えて！」
モリオ「そうですよ。本当のことを知ることで、社長夫人も成仏で
きるかもしれませんから」
後藤「はい。実は、奥様が亡くなられてから一年後に、その方と盛
大な結婚式を挙げられました。すぐにお子さん生まれて」
野間「子供が！」
後藤「何でも、奥様に掛けていた保険金が半端ない金額だったそう
で」
野間「・・・半端ない・・・保険金！・・・」
（野間、足下がふらつきだす）
モリオ「社長夫人、どうしました？ 」
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野間「めまいが… 」
幸枝「会社はどうなったの？」
後藤「今は、奥様が社長になられてます」
（野間、突然泣き出し、そのまま席を外す）
後藤「だから本当の話はしたくなかったんですけど」
モリオ「でも、本当のことなんでしょ」
後藤「はい！ 」
野間の声。「くやしい！」（身もだえしているような大声）
幸枝「なんか社長夫人、可哀想ね。ずっとご主人を待ってたのに・
・・」
モリオ「けど、なんで離婚はしない、とか電話で言ったんでしょう
ね」
後藤「そりゃ、自分の愛人問題で自殺でもされたら、大問題になり
ますからね」
- 66 -
幸枝「・・・確かに」
愛理「あれ・・・そういえば、今日、金子さんの顔見ませんね」
（妙見が現れる）
妙見「金子さんは、昨夜、成仏されました。遺体は家族の元に返さ
れ、無事、葬式も終えたようです」
全員「え？」
妙見「審判も下されて、地獄行きとなりました。地獄行き百年の刑
に処されました。ヤクザになって、盗みまでして・・・。た
だし、奥様と娘さんへの深い愛情が、情状酌量とされたよう
です」
モリオ「それで百年？ 」
妙見「霊界の世界では、そんなに長いものではありません。それに、
今、野間さんも成仏されたようです」
全員「！ 本当ですか？」
幸枝「じゃあ、最後の言葉が『くやしい！』？」
後藤「これで良かったんですか？」
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妙見「良かったんですよ。後藤さんのおかげで、野間さんもスッキ
リされたんじゃないですか？」
モリオ「社長夫人はどうなるんですか？」
妙見「まだ報告を受けていません。これから行われます。後藤さん、
あなたもこの施設にはもう何の未練もないはずです。野間様
の証人として、審判に出席していただけますか？ 」
後藤「はい。わかりました」
（妙見の後を追って消える後藤）
（残された愛理、幸枝、モリオ）
幸枝「私、どうなるのやら」
モリオ「大丈夫ですよ。我々は何も悪いことはしていないし」
愛理「私は記憶がないので不安ですが・・・」
モリオ「じゃ、次、幸枝さん。続けましょう」
幸枝「はい。私、橋本幸枝です。生まれは埼玉県です。看護師でし
た」
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愛理「そうだったんだ」
幸枝「でも、実家も余裕がなくて弟を大学にいかせられなくて。そ
れで、もっとお給料のいい六本木のクラブ『ビブレ』で働き
始めたの。そこで働いている時に、この施設のオーナーであ
る平賀源誠さんと出会ったの。同じ中津川生まれで意気投合
したの」
モリオ「愛人になったの？」
幸枝「オーナーはね、妻と娘を飛行機事故で亡くして自暴自棄にな
っていた。愛人になりたかったけど。オーナーは抜け殻だっ
た。中津川に住む母の介護もできるので、オーナーの施設で
働いたの」
モリオ「へえー。社長夫人のご主人と真逆ですね。でもお嬢様は生
きている？」
愛理「そうだったんですか？」
モリオ「オーナーは本当に良い人だったんですね」
愛理「支配人、思い出しました。私にも兄がいて、心臓が悪かった
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の。私はカルフォルニアで生まれた日系人です。映画の脚本
家でした。携わった作品の『カサブランカ』のリックは兄が
モデルです。それで『カサブランカ』の主題曲である『アズ
・タイム・ゴーズ・バイ』が記憶に。頭の記憶はなくなった
が、耳の記憶は残っていたんですね」
幸枝「そうだったんですか。先生、色々と思い出されてきましたね」
愛理「はい。断片的ですが・・・。まだ、何で死んだのかが思い出
せません」
（ 妙見がオーナーの平賀源誠を連れて登場）
幸枝「社長！」
源誠「久しぶりだね、幸枝君」
モリオ「妙見様、今日は？」
妙見「御巣鷹山で平賀さんが妻子の霊を見つけて、死んでもとどま
っているので、ここに連れてきました。妻子はなんとか成仏
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されました」
幸枝「社長！ 奥様と娘様にお会いになったのですね」
源誠「やっと見つけたよ」
幸枝「良かったですね」
（源誠、愛理とモリオと目が合う）
モリオ「あ、モリオと申します」
源誠「モリオ？ ああ、あの方は？」
愛理「愛理といいます」
源誠「愛理さん？ あなたはどうしてここに？」
愛理「・・・それが・・・」
幸枝「愛理さんは、亡くなられるときに記憶を失われたようで」
源誠「そうでしたか。それはそれは・・・」
幸枝「社長！ なぜここに」
源誠「まだ御巣鷹山で妻と娘の成仏を見届けて、私も成仏したいと
思ったが、もう一つ残っているんです。遺書にも書けなかっ
たことが・・・」
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幸枝「？」
源誠「サキだよ。あの子が大きくなったら話そうと思っていたが、
つい、いつまでも本当の話ができなかった……」
源誠、愛理の顔を見て）
源誠「幸枝君、私の部屋の机の上に、火災でうちの施設を誹謗繍帳
した週刊誌の記事がある。持ってきてくれないか？」
幸枝「はい」
（ と、執務室に行く幸枝）
愛理「はい、そうです。何で私の名前を？」
源誠「いや、今、わかりますから」
（記事を持ってくる幸枝）
源誠「モリオさん、火災で犠牲になった人の名前が書いてあるだろ
う」
モリオ「はい。施設の支配人の橋本幸枝、消防士の森田モリオ、宿
泊客の野間てる子さん、三浦愛理さん、以上四名……」
愛理「思い出しました。私には娘がいた。取材で、この施設に一泊
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しました。ジョンレノンが泊まった施設をこの目で見たかっ
たものですから。一泊だけ、この健康施設を予約しました」
幸枝「思い出しました。今愛理さんがお客さんだったことを思い出
しました。私も記憶喪失だったのね」
愛理「はい。今わかりました。娘のサキが死んだのか、助かったの
か、この何十年間、ずっと気になってたんだと思います」
源誠「サキちゃんは助かってますよ。サキちゃんを助けてくれたの
が、ここにいるモリオさんでした」
愛理「え！ モリオさんが？ 私の娘を」
モリオ「僕も、助け出したものの、自分がこうなってしまいました
から、あの子が生きているのか、その後、亡くなってしまっ
たのか、ずっと気になってました。でも、助かってて本当に
良かったです」
源誠「モリオ君、感謝してるよ。自分の命を顧みず、何人もの宿泊
客を助けたんだから」
モリオ「いえ、仕事を全うしただけですから」
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愛理「モリオさん。なんてお礼を言っていいか。本当にありがとう
・・・。そして、本当に、申し訳） かったです」
（サキと稲田が入ってくる。
稲田「本当にいいんですか？」
サキ「ええ、父もわかってくれると思うから」
平賀、オーナーの執務室の前に立ち、サキ、稲田を見つめる）
サキ「お父さん。この健康施設、いつか別荘にして残そうと思って
頑張ってきたけど、ここで事件が起きてしまったの。・・・
長い時間がかかってしまったせいで・・・本当にごめんなさ
い。今年の夏には取り壊そうと思うの。今日はそれを報告に
来ました。お父さんの大切な施設だったのに、本当にごめん
ね」
（いつの間にか、妙見がその様子を見ている）
源誠「妙見様、お願いがあります」
妙見「なんですか？」
源誠「僅かな時間でいいんです。娘と話がしたいんです！ 僅かな時
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間、生き返らせてもらえませんか？」
妙見「生き返らせることなんてできませんよ」
幸枝「私からもお願いします。話ができればいいんです。そしたら、
私たち全員が成仏できるかもしれません！」
妙見「そうですか。わかりました。生き返らせることはできません
が、お待ちください」
（妙見、スマホを取り出す）
妙見「もしもし、閻魔様？ お久しぶりです。妙見です。え、さっ
き、逢ったばかりだって・・・。ハハハ・・・。なんか寂し
くなっちゃってお電話を・・・。あ、違った。ちょっとお願
いがあるんですけど、ゴーストプロジェクションをそちらか
らリモートでやっていただけませんか。え、やってくださる！
ありがとうございます」
（スマホをしまい、手からステッキを飛び出させる。それは手品
のネタを使う）
妙見「閻魔様からリモートで投影をしていただきます。２ 分ほどで
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すが、姿を現すことが出来ます。そろそろあなたたちにも成
仏して頂かないと、私も困ります。では」
（ と、妙見のステッキの合図で空間の色が変わる）
（ゴーストたちの出現に驚く二人）
サキ「お父さん？」
源誠「久しぶりだね、サキ。お父さんたちがお前に見える時間はほ
んの僅かだ。だからちゃんと話を聞いていて欲しいんだ」
サキ「え・・・わかりました」
源誠「今お前が言っていた、この健康施設の取り壊しに関して、お
父さんは何の異論もないよ。それより、今までよく守ってく
れたね。ありがとう」
サキ「ううん」
源誠「お前に、死ぬまで言えなかったことがあるんだ。だから今、
伝えようと思う」
- 76 -
源誠「お前の本当の名前は、三浦サキ」
愛理「？ 」
源誠「そして、お前の本当の母親は、ここにいる愛理さんだ」
サキ「？ え」
源誠「お前は火事のあったあの日、この健康施設に本当のお母さん
と宿泊していたんだ。残念ながら、お前のお母さんはここで
亡くなられた。そして、幸運にもお前は助け出された。お前
を助け出してくれたのが、ここにいる消防士のモリオさんだ」
モリオ「助かってて良かったです」
（ サキ、涙を堪え、頭を下げる）
（そして愛理を見る）
サキ「ママ・・・」
愛理「サキ。会いたかった」
サキ「私だけ助けてもらったなんて、ごめんね」
モリオ「あの日、我々が駆けつけたときには、別館のニ階から大量
の煙が出ていて、最初の部屋からドアを開け、取り残された
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人たちを救助して廻りました。ある部屋を開けると、煙が充
満していて、ご婦人が倒れていました。落ちてきた天井の梁
の直撃を受けて、既に息をしていませんでした。ご婦人は女
の子の上に覆い被さっていました。ご婦人はその女の子を必
死に庇っていたんだと思います。それが、愛理さんだったん
ですね・・・…」
（サキ、幼い頃の記憶が蘇る。
サキ「私はママ、ママって何度も叫んでました・・・」
幸枝「モリオさん、それでどうしたの？ 」
モリオ「僕は、女の子を抱え込み、僕の酸素マスクを口に当てて、
何も見えない廊下を必死で走りました。その後のことは、何
も覚えていません」
サキ「本当にありがとうございました」
源誠「お母さんを亡くし、一人になってしまったサキちゃんが不憫
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でならなかった・・。当時、サキちゃんが四歳だったから、
火事のことを、本当のお母さんのことを思い出させないよう
にしました・・・」
サキ「本当はずっと養女なんじゃないかって思ってた。けど時が経
つにつれ、お父さんの優しさに甘え、本当の母のことは忘
れかけていました・・・。（ 愛理に） ママ、ごめんなさい」
愛理「いいのよ・・・。あなたを守り切れなくて、悪いママだった
ね」
サキ「ママ・・・」
（投影が薄くなり、消えそう）
サキ「ママに会いたかった・・・」
愛理「サキ」
妙見「そろそろ時間です。いいですか？」
源誠「ありがとうございました。これ以上、時間はいりません！ こ
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れ以上サキと一緒にいたら、更に未練が残りますから」
（妙見の合図で空間が元の色に戻ると、
それぞれにサスが当たり）
サキ「お父さん、パパ、いつかそちらに行きます。待っててね」
源誠「ああ。サンズリバーで待ってるよ」
愛理「わたしもサンズリバーで・・・。あなたの作品が映画になっ
たそうだね」
サキ「（ 愛理に） ママ、私、脚本家になったの」
愛理「うれしいよ。私も脚本家よ。あの映画カサブランカに関わっ
たのよ。やはり私の娘ね。がんばるのよ」
源誠「サキ、良かったね。みんなを感動する作品を作ってくれたま
え」
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暗転
（明転すると、サキたちの姿はない）
源誠「妙見様、ありがとうございました」
妙見「これで成仏できそうですか？ 」
源誠「はい。思い残したことはありません」
妙見「幸枝さん。あなたは軽い記憶喪失だったのですね」
幸枝「はい。愛理親子の記憶を失ってていました。私はお泊りいた
だいた皆様を成仏させるために成仏しなかったのですね」
妙見「りっぱに支配人としてのお役目を果たしましたね」
幸枝「はい。オーナーにも再会できたし、思い残すことはありませ
ん」
妙見「あの世で、オーナーにまた求愛してください」
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（源誠は恥ずかしそうにしている）
モリオ「私も、あの女の子が元気で生活していることを知って、何
の念もなくなりました」
愛理「モリオさん、サキを助けてくれてありがとうございます。私
も思い出すこともできて、サキに会うことができましたから」
源誠「私もです。本当の話をサキにできました」
愛理「平賀さん。サキを立派に育てて頂いて、ありがとうございま
した」
源誠「元々、良いお嬢さんだったんですよ」
幸枝「妙見様、これで私たちは、りっぱに成仏できるのですね」
妙見「その通りです。もう、何の心配もないです」
（胸をなで下ろす一同）
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暗転
ＥＮＤ
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エンディング
「死んだら神舎那で」作詞石藏拓
曲は沖縄の古い民謡「安里屋ユンタ」
君は幻ディゴの花よ
散ってわかった私の涙
また会ーえん死んだら神舎那（かむしゃな） で
ここはヤンバルクイナが逃げる
ウガミンフシにハブがでてきてよ
またあーえん死んだら神舎那で
ネクマチヂに塩屋の富士よ
アハマタガーにかやうちバンタ
- 84 -
またあーえん死んだら神舎那で
へどの岬で夕陽を拝む
フシクブにあるアシムイの岩
またあーえん死んだら神舎那で
------------------------
年表
１９８ ５ 飛行機事故で平賀母子死亡
秩父山地（御巣鷹山）に墜落
幸枝平賀と会い支配人に
１９９５ サキ３歳火事
２０１ ５ サキ２０歳父ガンで死亡
２０ １９ サキ２４歳物語
--------------------
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以下のオマージュ
『アメリカン・ホラー・ストーリー：ホテル』
(American Horror Story: Hote)l
ライアン・マーフィー(Ryan Murph)y とブラッド・ファルチャック
(Brad Falchu)k
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